
(57)【要約】

【課題】可撓管内に設けられている硬度可変手段の機能

を最大限に活用して、手元操作を先端部に伝えて良好な

追従性を得られる内視鏡を提供すること。

【解決手段】可撓管１２Ａは、硬度変化部３４ａを境に

、先端部側より手元部側の硬度が硬く設定されている。

可撓管１２Ａの内部に挿通されているコイルパイプ３２

の先端部は、可撓管基端側の最も硬い部分より先端側で

、硬度変化部３４ａより先端部１０側の軟性可撓部に配

設されている。コイルパイプ３２が無負荷状態のとき、

可撓管１２の硬度はグラフの実線に示すように設定され

、コイルパイプ３２に最大負荷が係っている状態のとき

、硬度はグラフの破線で示すように変化する。このとき

、可撓管１２Ａの先端側の硬度は、コイルパイプ３２の

先端部が配置されていないため、最も低い最軟状態のま

まである。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 長 手 方 向 の 先 端 側 に 対 し て 基 端 側 の 硬 度 を 硬 め に 形 成 し た 柔 軟 性 を 有 す る 可 撓 管 と
、 こ の 可 撓 管 の 内 部 に 長 手 軸 方 向 に 沿 わ せ て 設 け 、 可 撓 管 の 途 中 か ら 柔 軟 性 を 変 化 さ せ る
硬 度 可 変 手 段 と 、 こ の 硬 度 可 変 手 段 の 硬 度 を 調 整 し て 可 撓 管 の 硬 度 を 変 化 さ せ る 操 作 手 段
と を 有 す る 内 視 鏡 で あ っ て 、
　 前 記 可 撓 管 の 硬 度 が 変 化 す る 硬 度 変 化 部 と 、 前 記 硬 度 可 変 手 段 に よ っ て 硬 度 が 硬 く な る
位 置 と が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 挿 入 部 を 構 成 す る 可 撓 管 の 先 端 側 の 硬 度 を 調 整 可 能 に し た 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 細 長 の 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 切 開 を 必 要 と す る こ と な く 、 体 腔
内 の 検 査 対 象 部 位 を 観 察 し た り 、 必 要 に 応 じ 、 処 置 具 を 用 い て 治 療 処 置 の 行 え る 内 視 鏡 が
広 く 用 い ら れ る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 は 、 屈 曲 し た 挿 入 経 路 内 に も 挿 通 さ せ る こ と が で き る よ う に 可 撓 性
を 有 す る が 、 可 撓 性 を 持 た せ た こ と に よ っ て 、 挿 入 部 手 元 側 の 操 作 に 対 す る 先 端 側 の 方 向
性 が 定 ま ら ず 、 目 的 部 位 ま で ス ム ー ズ に 挿 通 さ せ る こ と が 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 問 題 に 対 処 す る た め 、 例 え ば 実 開 平 ３ － ４ ３ ８ ０ ２ 号 公 報 に は 、 内 視 鏡 の 内 部 に コ
イ ル パ イ プ と ワ イ ヤ と か ら な る 硬 度 可 変 手 段 （ 或 い は 可 撓 性 可 変 手 段 と い う ） を 設 け 、 内
視 鏡 検 査 を 行 う 術 者 が 簡 単 な 操 作 を 行 う こ と で 挿 入 部 の 可 撓 性 を 調 整 す る こ と に よ り 、 屈
曲 し た 経 路 内 へ の 挿 入 を 行 い 易 く し た 内 視 鏡 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ３ － ４ ３ ８ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 可 撓 管 の 柔 軟 度 が 予 め 先 端 側 部 分 と 手 元 側 部 分 と で 変 化 さ せ た 例 え ば 手
元 側 部 分 の 柔 軟 度 を 先 端 側 部 分 よ り 硬 め に 設 定 し た 可 撓 管 の 、 手 元 側 部 分 に 硬 度 可 変 手 段
が 設 け ら れ て い た 場 合 に は 、 予 め 硬 め に 設 定 さ れ て い る 手 元 側 部 分 の 硬 度 を 更 に 硬 く す る
こ と は で き る が 、 そ れ よ り 先 端 側 の 柔 軟 性 の 高 い 部 分 の 硬 度 を 硬 め に 調 整 す る こ と は で き
な か っ た 。 こ の た め 、 柔 軟 性 の 高 い 先 端 側 部 分 が 軟 ら か い ま ま の 状 態 と な る の で 、 例 え ば
経 肛 門 的 に 直 腸 、 Ｓ 字 結 腸 か ら 下 行 、 横 行 結 腸 及 び 上 行 結 腸 な ど の 深 部 ま で 挿 入 さ せ て 観
察 を 行 う と す る 場 合 、 術 者 の 手 元 操 作 が 先 端 部 ま で 十 分 に 伝 わ ら ず 、 良 好 な 追 従 性 が 得 ら
れ な い こ と か ら 思 い 通 り の 操 作 が で き ず 、 ス ム ー ズ に 目 的 部 位 ま で 挿 入 す る こ と が で き な
い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 硬 度 可 変 手 段 の 先 端 部 を 、 可 撓 管 の 硬 さ が 変 化 す る 硬 度 変 化 部 と 略 々 同 じ 位 置 に
配 置 し た 場 合 で は 、 硬 度 可 変 手 段 を 硬 状 態 に し た と き 、 可 撓 管 の 硬 度 変 化 部 の 硬 さ に 加 え
、 前 記 硬 度 可 変 手 段 が 硬 く な る こ と に よ っ て 、 こ の 硬 度 変 化 部 よ り 先 端 側 の 柔 軟 性 に 比 べ
て こ の 硬 度 変 化 部 の 硬 さ が 急 激 に 硬 く な る の で 、 可 撓 管 が 滑 ら か な 形 状 で 曲 が ら ず に 、 こ
の 硬 度 変 化 部 近 傍 で 屈 曲 し て 良 好 な 挿 入 性 を 損 な う お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 可 撓 管 の 柔 軟 性 を 重 視 す る 一 方 で 、 可
撓 管 内 に 設 け ら れ て い る 硬 度 可 変 手 段 の 機 能 を 最 大 限 に 活 用 し て 、 手 元 操 作 を 先 端 部 に 伝
え て 良 好 な 追 従 性 を 得 ら れ る 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的 に し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 挿 入 部 長 手 方 向 の 先 端 側 に 対 し て 基 端 側 の 硬 度 を 硬 め に 形 成 し た 柔 軟 性 を 有 す
る 可 撓 管 と 、 こ の 可 撓 管 の 内 部 に 長 手 軸 方 向 に 沿 わ せ て 設 け 、 可 撓 管 の 途 中 か ら 柔 軟 性 を
変 化 さ せ る 硬 度 可 変 手 段 と 、 こ の 硬 度 可 変 手 段 の 硬 度 を 調 整 し て 可 撓 管 の 硬 度 を 変 化 さ せ
る 操 作 手 段 と を 有 す る 内 視 鏡 で あ っ て 、
　 前 記 可 撓 管 の 硬 度 が 変 化 す る 硬 度 変 化 部 と 、 前 記 硬 度 可 変 手 段 に よ っ て 硬 度 が 硬 く な る
位 置 と が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 操 作 手 段 に よ っ て 硬 度 可 変 手 段 の 硬 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 可
撓 管 の 硬 度 が 変 化 さ れ る と と も に 、 可 撓 管 の 硬 度 が 変 化 す る 位 置 も 変 わ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 可 撓 管 の 柔 軟 性 を 重 視 す る 一 方 で 、 可 撓 管 内 に 設 け ら れ て い る 硬 度 可 変
手 段 の 機 能 を 最 大 限 に 活 用 し て 、 手 元 操 作 を 先 端 部 に 伝 え て 良 好 な 追 従 性 を 得 ら れ る 内 視
鏡 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。   
　 図 １ な い し 図 ７ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 電 子 式 内 視 鏡 の 概 略 構 成 を 示 す
説 明 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ３ は コ イ ル パ イ プ の 可 撓 管 内 で の 配 置 位 置 を 説 明
す る 模 式 図 、 図 ４ は 図 ３ の Ｂ ― Ｂ 断 面 図 、 図 ５ は 硬 度 変 化 部 を 有 す る 可 撓 管 を 備 え た 内 視
鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図 、 図 ６ は 硬 度 変 化 域 を 有 す る 可 撓 管
を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図 、 図 ７ は 内 視 鏡 を 経 肛
門 的 に 挿 入 し て い る と き の 挿 入 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 式 内 視 鏡 （ 以 下 内 視 鏡 と 記 載 ） １
は 、 細 長 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 ２ と 、 こ の 挿 入 部 ２ の 後 端 側 に 連 設 さ れ た 操 作 部 ３ と 、
こ の 操 作 部 ３ の 側 部 か ら 延 出 す る ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ４ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 こ
の ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ４ に は 前 記 内 視 鏡 １ の 外 部 装 置 で あ る 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 部 及
び 内 視 鏡 １ か ら 送 出 さ れ る 電 気 信 号 を 信 号 処 理 す る 信 号 処 理 部 と を 有 す る 制 御 装 置 （ 不 図
示 ） に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 前 記 制 御 装 置 か ら 出 力 さ れ る 映
像 信 号 は 、 モ ニ タ （ 不 図 示 ） の 画 面 上 に 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 挿 入 部 ２ は 、 先 端 側 に 硬 性 の 先 端 部 １ ０ を 備 え 、 こ の 先 端 部 １ ０ に 隣 接 す る 後 方 側
に 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 １ １ を 連 設 し 、 さ ら に こ の 湾 曲 部 １ １ の 後 方 に 柔 軟 性 を 有 す る 管 状 態
の 可 撓 管 １ ２ を 連 設 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 先 端 部 １ ０ は 、 硬 性 部 材 を 略 円 筒 状 に 形 成 し た 先 端 部 本 体 １ ３ を 有 し て お り 、 こ の
先 端 部 本 体 １ ３ に は 挿 入 部 ２ の 長 手 方 向 に 対 し て 平 行 に 形 成 し た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 用 透 孔 １
４ 及 び 観 察 用 透 孔 １ ５ な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 用 透 孔 １ ４ に は 連 結 管 １ ６ が 内 蔵 さ れ て お り 、 こ の 連 結 管 １ ６ の 前
記 先 端 部 本 体 １ ３ の 後 端 面 か ら 突 出 す る 後 端 部 に 鉗 子 チ ャ ン ネ ル １ ７ を 形 成 す る 可 撓 性 を
有 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 用 チ ュ ー ブ １ ８ の 先 端 部 が 連 結 さ れ て い る 。 こ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 用
チ ュ ー ブ １ ８ は 、 挿 入 部 ２ 内 を 挿 通 し て 操 作 部 ３ 内 に 導 か れ 、 後 端 部 を 操 作 部 ３ に 設 け た
鉗 子 口 １ ９ に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 観 察 用 透 孔 １ ５ の 先 端 部 に は 対 物 レ ン ズ 系 ２ ０ が 配 設 さ れ て お り 、 こ の 対 物 レ ン ズ
系 ２ ０ の 結 像 位 置 に 固 体 撮 像 素 子 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 固 体 撮 像 素 子 ２ １ に は 入 出
力 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ケ ー ブ ル ２ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 信 号 ケ ー ブ ル ２ ２ は 、
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挿 入 部 ２ 内 を 挿 通 し て さ ら に 操 作 部 ３ 内 及 び ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ 内 を 経 て 前 記 コ ネ ク タ
４ ａ に 設 け た 電 気 接 点 ４ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 コ ネ ク タ ４ ａ に は 図 示 し な い 光 源 部 よ り 観 察 部 位 を 照 明 す る よ う に 出 射 し た 照 明 光
を 、 内 視 鏡 挿 入 部 ２ 内 を 挿 通 す る ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ の 端 部 に 入 射 さ せ る よ う に 形 成 し た ラ
イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ は 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー
ブ ル ４ 内 及 び 操 作 部 ３ 内 ， 挿 入 部 ２ 内 を 経 て 、 そ の 先 端 部 を 先 端 部 本 体 １ ３ に 設 け た ラ イ
ト ガ イ ド 用 透 孔 （ 不 図 示 ） に 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 湾 曲 部 １ １ 内 に は 複 数 の 略 環 状 の 関 節 駒 ２ ６ ， … ， ２ ６ が 互 い に 回 動 自 在 に 挿 入 部
２ の 長 手 方 向 対 し て 連 接 さ れ て お り 、 前 記 関 節 駒 ２ ６ ， … ， ２ ６ の う ち 最 先 端 に 位 置 す る
第 １ 関 節 駒 ２ ６ ａ は 、 先 端 部 本 体 １ ３ の 後 端 部 に 外 嵌 固 定 さ れ 、 最 後 端 に 位 置 す る 関 節 駒
２ ６ ｅ は 可 撓 管 １ ２ の 先 端 に 設 け ら て い る 環 状 の 接 続 管 ２ ７ の 先 端 部 に 嵌 入 固 定 さ れ て い
る 。 前 記 複 数 の 関 節 駒 ２ ６ ， … ， ２ ６ を 連 接 し た 湾 曲 部 １ １ は 、 前 記 操 作 部 ３ に 設 け た 図
示 し な い 湾 曲 操 作 ノ ブ を 操 作 す る こ と に よ っ て 例 え ば 上 下 ／ 左 右 方 向 に 湾 曲 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 接 続 管 ２ ７ に は 、 先 端 部 本 体 １ ３ の 後 端 部 に 固 定 さ れ 、 且 つ 金 属 製 の コ イ ル パ イ プ
に よ っ て 形 成 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ ガ イ ド ４ １ （ 図 ２ 参 照 ） が 保 持 固 定 さ れ て い る 。 こ の
ア ン グ ル ワ イ ヤ ガ イ ド ４ １ の 内 部 に は 前 記 操 作 部 ３ に 設 け ら れ て い る 湾 曲 操 作 ノ ブ を 操 作
す る こ と に よ っ て 牽 引 弛 緩 操 作 さ れ る 撚 線 等 で 構 成 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ ４ ２ （ 図 ２ 参 照
） が 挿 通 し て い る 。 つ ま り 、 前 記 湾 曲 操 作 ノ ブ を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 ア ン グ ル ワ イ ヤ
４ ２ が 牽 引 弛 緩 操 作 さ れ て 湾 曲 部 １ １ を 湾 曲 さ せ て 、 こ の 湾 曲 部 １ １ の 前 方 に 位 置 す る 先
端 部 １ ０ を 所 望 の 方 向 に 指 向 さ せ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 前 記 湾 曲 部 １ １ を 構 成 す る
複 数 の 関 節 駒 ２ ６ ， … ， ２ ６ は 、 軟 性 の 外 皮 ２ ８ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 可 撓 管 １ ２ は 内 側 か ら 順 に 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０ 、 外 皮 ３ １ で 構 成 さ れ て い る 。 そ
し て 、 こ の 螺 旋 管 ２ ９ の 内 壁 面 側 に は 可 撓 管 １ ２ の 柔 軟 性 （ 以 下 硬 度 と 表 現 す る ） を 変 化
さ せ る 硬 度 可 変 手 段 で あ る コ イ ル パ イ プ ３ ２ が 長 手 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、
こ の コ イ ル パ イ プ ３ ２ 内 部 に は 可 撓 管 １ ２ の 硬 度 を 所 望 の 硬 さ に 調 整 す る 操 作 手 段 と な る
硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ が 挿 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 に は 、 前 記 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ の 中 途 部 が ろ う ３ ５ な ど
の 固 定 部 材 に よ っ て 強 固 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 よ り 突 出
し て さ ら に 先 端 方 向 に 延 出 し た 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ の 先 端 部 は 、 前 記 接 続 管 ２ ７ の 一 部 に
ろ う ３ ５ な ど で 強 固 に 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 手 元 側 は 後 端 口 金
３ ６ に ろ う ３ ５ な ど に よ り 強 固 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 即 ち 、 前 記 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ は 、 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 で 中 途 部 が ろ う ３ ５ に よ
っ て 固 定 さ れ て い る 以 外 、 コ イ ル パ イ プ ３ ２ に 対 し て 移 動 可 能 な 状 態 （ 非 固 定 状 態 ） に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 手 元 側 端 部 よ り 延 出 し て い く 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ の 端 部
は 、 操 作 部 ３ に 設 け ら れ て る 操 作 機 構 に 接 続 さ れ て お り 、 こ の 操 作 機 構 を 操 作 し て 硬 度 調
整 ワ イ ヤ ３ ３ を 牽 引 す る こ と で 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ が 圧 縮 さ れ て 、 こ の コ イ ル パ イ プ
３ ２ の 曲 げ 方 向 に 対 す る 剛 性 が 上 が る こ と に よ っ て 可 撓 管 １ ２ の 硬 度 を 、 負 荷 の か か っ て
い な い 軟 状 態 か ら 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 牽 引 し た 硬 め の 状 態 ま で の 任 意 の 硬 さ に 調 整 す る
こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ の 上 方 向 は 、 内 視 鏡 １ の Ｕ Ｐ 方 向 を 示 す も の で あ り 、 内 視 鏡 １ の Ｕ Ｐ 方 向 と は 操 作
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部 ３ に 設 け ら れ て い る 湾 曲 操 作 ノ ブ の 上 方 向 湾 曲 用 ノ ブ を 操 作 し た と き に 先 端 部 １ ０ が 曲
が る 方 向 で あ る 。 モ ニ タ ー 画 面 上 で は 上 方 向 （ 反 重 力 方 向 ） に あ た る 。 図 に 示 す よ う に 前
記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ 及 び 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ は 、 内 視 鏡 １ 内 の Ｕ Ｐ 方 向 側 に 配 置 さ れ て い
る 。 な お 、 符 号 ４ ３ は 送 気 管 路 を 構 成 す る 送 気 チ ュ ー ブ ， 符 号 ４ ４ は 送 水 管 路 を 構 成 す る
送 水 チ ュ ー ブ で あ り 、 ど ち ら の チ ュ ー ブ の 先 端 部 も 前 記 先 端 部 本 体 １ ３ に 設 け た 送 気 ・ 送
水 用 透 孔 （ 不 図 示 ） に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 上 述 の よ う に 構 成 し た コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 可 撓 管 １ ２ の 断 面 方 向 に 対 す る 配 置 位
置 を 具 体 的 に 説 明 す る 。   
　 図 ３ に 示 す よ う に 内 視 鏡 １ の 可 撓 管 １ ２ の 内 壁 側 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る コ
イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 は 、 前 述 し た よ う に 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ に ろ う ３ ５ で 固 定 さ れ て
お り 、 こ の コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 面 か ら 延 出 し て い る 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ の 先 端 部 が 接 続 管
２ ７ に 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 手 元 側 は 後 端 口 金 ３ ６ に ろ う ３ ５
で 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 可 撓 管 １ ２ を 構 成 す る 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０ 、 外 皮 ３ １ の
そ れ ぞ れ の 先 端 部 は 、 前 記 接 続 管 ２ ７ の 後 端 部 に 一 体 的 に 強 固 に 固 定 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 後
端 部 を 後 端 口 金 ３ ６ の 先 端 部 に 一 体 的 に 強 固 に 固 定 し て 管 状 態 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 前 記 可 撓 管 １ ２ を 構 成 す る 螺 旋 管 ２ ９ の 内 壁 面 側 に 配 設 さ れ て い る コ
イ ル パ イ プ ３ ２ の 中 心 位 置 は 、 前 記 螺 旋 管 ２ ９ 内 を 破 線 で 示 す よ う に ４ 分 割 し た と き 、 記
号 Ｃ か ら 記 号 Ｄ ま で の 範 囲 内 の Ｕ Ｐ 側 領 域 、 ま た は 記 号 Ｅ か ら 記 号 Ｆ ま で の 範 囲 内 の Ｄ Ｏ
Ｗ Ｎ 側 領 域 の そ れ ぞ れ 壁 面 側 ２ ９ ａ に 配 置 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の た め 、 前 記 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０ 、 外 皮 ３ １ で 構 成 さ れ て い る 管 状 態 の 可 撓 管 １ ２
を 単 体 で 湾 曲 さ せ た 場 合 、 こ の 可 撓 管 １ ２ の 中 心 軸 よ り 円 弧 の 内 側 に 位 置 す る 部 分 の 螺 旋
管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０ 、 外 皮 ３ １ は 縮 み な が ら 湾 曲 し 、 中 心 軸 よ り 円 弧 の 外 側 に 位 置 す る 部 分
の 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０ 、 外 皮 ３ １ は 伸 び な が ら 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 例 え ば 、 前 記 可 撓 管 １ ２ 内 部 に 設 け ら れ て い る 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 牽 引 し て コ
イ ル パ イ プ ３ ２ を 圧 縮 さ せ て 硬 状 態 に す る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 前 記 可 撓 管 １ ２ を Ｕ Ｐ 方
向 に 湾 曲 さ せ る 。 す る と 、 内 視 鏡 １ の Ｕ Ｐ 側 に 位 置 す る 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０ 、 外 皮 ３ １
の 中 心 軸 よ り 円 弧 の 内 側 に 位 置 す る 部 分 が 縮 も う と す る が 、 図 ４ の 実 線 で 示 す よ う に Ｕ Ｐ
側 領 域 に 配 置 さ れ て い る 硬 状 態 の コ イ ル パ イ プ ３ ２ に よ っ て 、 前 記 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０
、 外 皮 ３ １ の 部 位 の 縮 み を 抑 え て 湾 曲 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ が 上 述 と は 逆 に 図 ４ の 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 側 に
配 置 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 可 撓 管 １ ２ の Ｕ Ｐ 方 向 へ の 湾 曲 に 対 し て 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管
３ ０ 、 外 皮 ３ １ の 中 心 軸 よ り 円 弧 の 外 側 に 位 置 す る 部 分 が 伸 び よ う と す る が 、 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 側
領 域 に 配 置 さ れ て い る 硬 状 態 の コ イ ル パ イ プ ３ ２ に よ っ て 、 前 記 螺 旋 管 ２ ９ 、 網 管 ３ ０ 、
外 皮 ３ １ の 部 位 の 伸 び を 抑 え て 湾 曲 し て い く 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 上 述 の よ う に 構 成 し た コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 可 撓 管 １ ２ の 長 手 方 向 に 対 す る 配 置 位
置 を 具 体 的 に 説 明 す る 。   
　 本 実 施 形 態 に 使 用 し て い る 内 視 鏡 １ の 可 撓 管 １ ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 硬 さ の 異 な る 別
体 の ２ つ の 外 皮 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ を つ な い で 硬 度 変 化 部 ３ ４ ａ を 有 す る 可 撓 管 １ ２ Ａ と 、 図
６ に 示 す よ う に 硬 さ が 徐 々 に 変 化 す る 硬 度 変 化 域 ３ ４ ｂ を 有 す る 外 皮 ３ １ ｃ で 構 成 し た 可
撓 管 １ ２ Ｂ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に 示 す 可 撓 管 １ ２ Ａ は 、 ス コ ー プ 先 端 か ら ５ ０ cm付 近 ま で を 形 成 す る 柔 軟 な 軟 性 外
皮 ３ １ ａ を 被 覆 し た 軟 性 可 撓 部 と 、 こ の ５ ０ cmか ら 手 元 側 ま で を 形 成 す る 柔 軟 で あ る が 前
記 軟 性 外 皮 ３ １ ａ よ り や や 硬 度 の 高 い 硬 性 外 皮 ３ １ ｂ を 被 覆 し た 硬 性 可 撓 部 と で 構 成 さ れ
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て い る 。 つ ま り 、 ス コ ー プ 先 端 か ら か ら ５ ０ cm近 傍 の 硬 度 変 化 部 ３ ４ ａ を 境 に 、 先 端 部 側
よ り 手 元 部 側 の 硬 度 が 硬 く 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 可 撓 管 １ ２ Ａ の 内 部 に 挿 通 さ れ
て い る コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 を 、 前 記 可 撓 管 基 端 側 の 最 も 硬 い 部 分 よ り 先 端 側 で 、 前
記 ス コ ー プ 先 端 か ら 略 々 ３ ０ cmの 硬 度 変 化 部 ３ ４ ａ よ り 先 端 部 １ ０ 側 の 軟 性 可 撓 部 に 配 設
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ の グ ラ フ で 示 す よ う に 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ 内 を 挿 通 す る 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 牽
引 し て い な い 軟 状 態 （ コ イ ル パ イ プ ３ ２ が 無 負 荷 状 態 ） の と き 、 可 撓 管 １ ２ の 硬 度 は グ ラ
フ の 実 線 に 示 す よ う に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 最 大 に 牽 引 し て
前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ を 最 も 圧 縮 さ せ た 硬 状 態 （ コ イ ル パ イ プ ３ ２ に 最 大 負 荷 が 係 っ て い
る 状 態 ） の と き 、 可 撓 管 １ ２ の 硬 度 は 図 の 破 線 で 示 す よ う に な る 。 つ ま り 、 前 記 硬 度 調 整
ワ イ ヤ ３ ３ を 適 宜 牽 引 操 作 す る こ と に よ っ て 可 撓 管 １ ２ の 硬 度 は 実 線 か ら 破 線 に 示 す 範 囲
内 を 変 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 が ス コ ー プ 先 端 か ら ３ ０ cmの 部 分 よ り 先 端 部 側 に
配 置 さ れ て い な い た め 、 こ の ス コ ー プ 先 端 か ら ３ ０ cmま で の 範 囲 の 軟 性 可 撓 部 の 硬 さ 調 整
は 行 え な い 。 ま た 、 先 端 側 の 硬 度 の 最 も 低 い 実 線 に 示 す 部 分 を 最 軟 状 態 部 Ｓ 、 手 元 側 の 硬
度 の 最 も 高 い 実 線 に 示 す 部 分 を 最 硬 状 態 部 Ｈ と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ に 示 す 可 撓 管 １ ２ Ｂ は 、 ス コ ー プ 先 端 か ら 約 ３ ４ cmか ら ５ ０ cm付 近 ま で の 間 で 硬 度
が 徐 々 に 最 軟 状 態 か ら 最 硬 状 態 に 変 化 す る 硬 度 変 化 域 ３ ４ ｂ を 備 え た 外 皮 ３ １ ｃ で 構 成 さ
れ て い る 。 つ ま り 、 こ の 可 撓 管 １ ２ Ｂ で は ス コ ー プ 先 端 か ら ３ ４ cm近 傍 ま で の 範 囲 が 最 軟
状 態 部 Ｓ と な る 軟 性 可 撓 部 で あ り 、 ス コ ー プ 先 端 か ら ３ ４ cmの 部 位 か ら ５ ０ cm付 近 ま で の
間 が 硬 度 が 最 軟 状 態 か ら 最 硬 状 態 ま で 徐 々 に 変 化 す る 硬 度 変 化 域 ３ ４ ｂ 、 ス コ ー プ 先 端 か
ら ５ ０ cmよ り 手 元 側 の 範 囲 が 最 硬 状 態 部 Ｈ と な る 硬 性 可 撓 部 と な っ て い る 。 そ し て 、 前 記
可 撓 管 １ ２ Ｂ の 内 部 に 挿 通 さ れ て い る コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 を 、 前 記 可 撓 管 基 端 側 の
最 も 硬 い 部 分 縒 り 先 端 側 で 、 前 記 ス コ ー プ 先 端 か ら 略 々 ３ ０ cmの 硬 度 変 化 域 ３ ４ ｂ よ り 先
端 部 １ ０ 側 の 軟 性 可 撓 部 に 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ の グ ラ フ の 実 線 は 、 コ イ ル パ イ プ ３ ２ 内 を 挿 通 す る 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 牽 引 し て
い な い 軟 状 態 の と き の 可 撓 管 １ ２ の 硬 度 を 示 し 、 グ ラ フ の 破 線 は 前 記 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３
を 最 大 に 牽 引 し て 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ を 最 も 圧 縮 さ せ た 硬 状 態 の と き の 可 撓 管 １ ２ の 硬
度 を 示 し て い る 。 本 内 視 鏡 に お い て は 内 視 鏡 先 端 面 か ら ３ ４ cm付 近 よ り ５ ０ cm付 近 に 設 け
た 硬 度 変 化 域 ３ ４ ｂ よ り 先 端 部 側 の 硬 度 を 変 化 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 な
お 、 硬 度 変 化 域 ３ ４ ｂ は 、 軟 ら か な 樹 脂 材 料 の 中 に 途 中 か ら 徐 々 に 硬 い 樹 脂 材 料 を 混 ぜ 合
わ せ る 割 合 を 増 や し て 成 形 し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 図 ５ に 示 す 可 撓 管 １ ２ Ａ と 同
様 で あ り 、 同 部 材 に は 同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 し た 内 視 鏡 １ の 作 用 を 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。   
　 ま ず 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ を 例 え ば 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 肛 門 ５ １ か ら 直 腸 ５ ２ を
通 し て 曲 が り く ね っ た Ｓ 状 結 腸 ５ ３ に 挿 入 し て い く 。 こ の と き 、 可 撓 管 １ ２ Ａ は 軟 状 態 で
あ る 。 こ の た め 、 ス コ ー プ 先 端 か ら ５ ０ cmぐ ら い ま で の 範 囲 の 硬 度 が 軟 ら か い の で 、 Ｓ 状
結 腸 ５ ３ の 屈 曲 形 状 に 対 応 さ せ た ル ー プ を 形 成 し な が ら 患 者 に 苦 痛 を 与 え る こ と な く 挿 入
さ れ て い く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 術 者 の 有 す る 挿 入 法 に よ っ て は 、 Ｓ 状 結 腸 ５ ３ で ル ー プ を あ ま り 形 成 さ せ る こ と
な く 、 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 操 作 し て 徐 々 に コ イ ル パ イ プ ３ ２ を 圧 縮 し て 可 撓 管 １ ２ Ａ を
直 線 化 さ せ て （ Ｓ 状 結 腸 ５ ３ を 折 り 畳 む よ う に 短 縮 化 し な が ら ） 挿 入 す る 挿 入 法 を 用 い る
場 合 も あ る 。 こ の 場 合 に は 、 コ イ ル パ イ プ ３ ２ を 圧 縮 し て 可 撓 管 １ ２ Ａ の 硬 度 を 術 者 の 所
望 の 硬 さ に 設 定 す る こ と で 、 手 元 の 押 し 引 き や ね じ り な ど の 微 妙 な 手 元 操 作 が 先 端 に 伝 え
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ら れ て ス ム ー ズ に 挿 入 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 前 記 内 視 鏡 １ の 先 端 部 １ ０ が Ｓ 状 結 腸 ５ ３ を 越 え て 下 行 結 腸 ５ ４ ま た は 脾 湾 曲 ５
５ 近 傍 に 到 達 し た 所 で 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 前 記 可 撓 管 １ ２ Ａ を 捻 り な が ら 引 く よ う
に 操 作 し て 前 記 ル ー プ を 解 除 し 、 今 度 は で き る だ け 直 線 に 近 い 状 態 に す る 。 こ の と き 、 前
記 Ｓ 状 結 腸 ５ ３ は 折 り 畳 ま れ た 状 態 で あ る 。 ま た 、 前 記 可 撓 管 １ ２ Ａ が 軟 状 態 で あ っ た 場
合 に は 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 適 宜 操 作 し て 所 望 の 硬 度 に 切 り 替 え る こ と で 、 前 記 先 端 部 １
０ を 横 行 結 腸 ５ ６ 、 肝 湾 曲 ５ ７ 、 上 行 結 腸 ５ ８ 、 盲 腸 ５ ９ に 挿 入 し て い く 際 、 手 元 操 作 が
先 端 部 １ ０ ま で 敏 感 に 伝 わ っ て ス ム ー ズ に 挿 入 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 患 者 に よ っ て 横 行 結 腸 ５ ６ や 肝 湾 曲 ５ ７ の 形 状 が 異 な る こ と が あ り 、 例 え ば 横 行
結 腸 ５ ６ 、 肝 湾 曲 ５ ７ の 形 状 が あ ま り 複 雑 で な い 患 者 の 場 合 に は 、 手 元 操 作 を 行 っ て 横 行
結 腸 ５ ６ を 折 り 畳 む よ う に し て 、 こ の 横 行 結 腸 ５ ６ で 極 力 ル ー プ を 作 ら ず に 肝 湾 曲 ５ ７ を
通 過 さ せ て 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す よ う に 略 々 直 線 的 に 先 端 部 １ ０ を 盲 腸 ５ ９ に 到 達 さ せ る こ
と が 可 能 に な る 。 こ の よ う に 、 横 行 結 腸 ５ ６ 、 肝 湾 曲 ５ ７ の 形 状 が あ ま り 複 雑 で な い 患 者
の 場 合 に は 、 可 撓 管 １ ２ Ａ を 所 望 の 硬 さ に 調 整 す る こ と で 先 端 部 １ ０ を 速 や か に 盲 腸 ま で
挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 横 行 結 腸 ５ ６ が 非 常 に 長 か っ た り 、 形 状 が 複 雑 な 患 者 の 場 合 に は 、 手 元 操 作 を 行
っ て 横 行 結 腸 ５ ６ を 折 り 畳 ん で い く こ と が 難 し く 、 う ま く 行 え な い こ と が あ る 。 こ の よ う
な 場 合 に は 、 手 元 操 作 で 横 行 結 腸 ５ ６ に ル ー プ を 作 り な が ら 押 し 込 ん で 、 先 端 部 １ ０ を 腸
壁 に 沿 わ せ て 滑 ら す よ う に し て 挿 入 し て い く 。 こ の 挿 入 法 で は 、 可 撓 管 １ ２ Ａ が 硬 状 態 で
は 横 行 結 腸 ５ ６ や 肝 湾 曲 ５ ７ の 屈 曲 し た 形 状 に 対 応 で き な く な っ て 、 か え っ て 挿 入 性 が 悪
化 す る お そ れ が あ る の で 、 硬 度 調 整 ワ イ ヤ ３ ３ を 適 宜 操 作 し て 可 撓 管 １ ２ Ａ を 軟 状 態 に し
て 、 同 図 （ ｄ ） に 示 す よ う に 先 端 側 の 軟 性 可 撓 部 を 横 行 結 腸 ５ ６ や 肝 湾 曲 ５ ７ の 形 状 に 沿
わ せ て 押 し 進 め て 挿 入 し て い く す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 大 腸 へ の 内 視 鏡 挿 入 を 術 者 が 一 人 で 行 う 場 合 、 大 腸 の 屈 曲 し て い る 部 位 を 通 過 さ
せ る 際 一 般 的 に 、 Ｕ Ｐ 方 向 に 湾 曲 を か け て 通 過 さ せ て い く 。 つ ま り 、 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 、 Ｌ Ｅ Ｆ Ｔ
、 Ｒ Ｉ Ｇ Ｈ Ｔ 方 向 へ の 湾 曲 を あ ま り 使 わ ず 、 Ｕ Ｐ 方 向 へ の 湾 曲 操 作 と 可 撓 管 １ ２ の 捻 り 操
作 の 手 元 操 作 と で 挿 入 方 向 を 定 め て い る 。 従 っ て 、 可 撓 管 １ ２ も Ｕ Ｐ 方 向 に 曲 が り な が ら
、 大 腸 の 各 屈 曲 部 を 通 過 し て い く 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 前 記 図 ５ 及 び 図 ６ の グ ラ フ で 示 し た よ う に ス コ ー プ 先 端 か ら ５ ０ cmの 部 位 よ り 手
元 側 の 硬 度 を 、 軟 状 態 で あ っ て も 前 記 先 端 面 側 よ り 予 め 硬 く 設 定 し た こ と に よ り 、 図 ７ （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 端 短 縮 化 さ せ た Ｓ 状 結 腸 ５ ３ が 再 び ル ー プ を 形 成 し て 、 手 元 で の 操
作 が 先 端 部 １ ０ ま で ほ と ん ど 伝 達 さ れ な く な る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 の 配 設 位 置 を 、 前 記 可 撓 管 １ ２ の ス コ ー プ 先 端 側 近
く に す る こ と に よ っ て 追 従 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る が 、 図 ７ （ ｃ ） で 示 し た 挿 入 法 で
挿 入 し て い く 場 合 に も 、 挿 入 部 を 横 行 結 腸 ５ ６ や 肝 湾 曲 ５ ７ の 屈 曲 に 沿 わ せ て 押 し な が ら
挿 入 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 ル ー プ を 作 る こ と が な い よ う に 、 且 つ 屈 曲 に 沿 わ
せ て 押 し な が ら 挿 入 す る こ と が 可 能 な よ う に 、 あ え て ス コ ー プ 先 端 か ら ３ ０ cmの 最 軟 状 態
部 Ｓ に コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 を 配 設 し て 、 ス コ ー プ 先 端 か ら ３ ０ cmま で の 部 分 に 最 軟
状 態 部 Ｓ を 残 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 可 撓 管 に 設 け ら れ て い る 最 軟 部 に 、 コ イ ル パ イ プ の 先 端 部 を 配 設 し た こ と
に よ り 、 最 軟 部 の 少 な く と も 一 部 の 硬 度 を 変 化 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、
内 視 鏡 の 挿 入 部 の 追 従 性 が 大 幅 に 向 上 し て 術 者 の 様 々 な 挿 入 法 に 対 応 可 能 と な る 。 ま た 、
図 ７ （ ｃ ） で 示 し た よ う に 挿 入 し た 場 合 な ど に 、 仮 に コ イ ル パ イ プ の 先 端 部 が ス コ ー プ 先
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端 か ら ５ ０ cmの 部 位 よ り 手 元 側 の 位 置 に 配 設 さ れ て い た こ と に よ り 、 ス コ ー プ 先 端 か ら ５
０ cmま で の と こ ろ に あ る 最 軟 状 態 部 Ｓ の 硬 度 を 変 え る こ と が で き ず に 発 生 し て い た 手 元 操
作 が 先 端 部 ま で 伝 わ ら な い と い う 不 具 合 が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 コ イ ル パ イ プ を 可 撓 管 を 構 成 す る 螺 旋 管 の Ｕ Ｐ 側 領 域 ま た は Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 側 領 域 の 内
壁 側 の 長 手 方 向 に 沿 わ せ て 設 け た こ と に よ り 、 よ り 少 な い 硬 度 調 整 ワ イ ヤ の 牽 引 力 量 ま た
は 移 動 距 離 を 短 く し て 所 望 の 曲 げ 硬 度 を 得 る こ と が で き る 。 即 ち 、 本 来 コ イ ル パ イ プ 単 体
が 有 す る 硬 度 可 変 機 能 に 加 え て 、 内 壁 側 に 沿 わ せ て 設 け た こ と に よ り 、 可 撓 管 の Ｕ Ｐ 方 向
、 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向 に 対 す る 曲 げ 剛 性 が 増 大 し て 、 可 撓 管 の 硬 度 を 負 荷 を 大 き く か け る こ と な
く 硬 め に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 コ イ ル パ イ プ 単 体 の 硬 度 調 節 幅 を あ ま
り 大 き く と る 必 要 が な く な る と 共 に 、 コ イ ル パ イ プ 及 び 硬 度 調 整 ワ イ ヤ に か け る 負 荷 が 小
さ く な っ て 、 コ イ ル パ イ プ 、 硬 度 調 整 ワ イ ヤ の 耐 久 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 コ イ ル パ イ プ の 先 端 部 の 配 設 位 置 を 硬 度 変 化 部 ま た は 硬 度 変 化 域 よ り 先 端 部 側
に し た こ と に よ り 、 硬 度 変 化 部 ま た は 硬 度 変 化 域 で 硬 度 が 急 激 に 変 化 す る こ と に よ っ て 発
生 す る 可 撓 管 の 急 激 な 曲 が り を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 可 撓 管 が ス ム ー
ズ な 曲 げ 形 状 と な っ て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 硬 度 可 変 手 段 と 操 作 手 段 と は 、 コ イ ル と ワ イ ヤ と に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 形
状 記 憶 合 金 や 細 長 形 状 の バ ル ー ン を 用 い た も の な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 ８ は 複 数 の 硬 度 変 化 域 を 有 す る 可 撓 管
を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図 、 図 ９ は 硬 度 変 化 域 の
距 離 を 長 く 設 定 し た 可 撓 管 を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示
す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 可 撓 管 の 最 軟 状 態 部 Ｓ か ら 最 硬 状 態 部 Ｈ に 変 わ る ま で の 長 手 方 向 の 距 離
を 長 く 設 定 し て 硬 度 変 化 域 近 傍 に お け る 可 撓 管 の 急 激 な 曲 が り を 防 止 す る も の で あ り 、 図
８ は 最 軟 状 態 部 Ｓ か ら 最 硬 状 態 部 Ｈ に 変 わ る ま で の 間 に 最 軟 状 態 部 Ｓ と 最 硬 状 態 部 Ｈ と の
略 中 間 の 硬 さ 状 態 で あ る 中 間 硬 さ 状 態 部 Ｍ に 変 化 さ せ る 第 １ の 硬 度 変 化 域 ６ １ と 、 中 間 硬
さ 状 態 部 Ｍ か ら 最 硬 状 態 部 Ｈ に 変 化 さ せ る 第 ２ の 硬 度 変 化 域 ６ ２ と を 設 け た 外 皮 ３ １ ｄ を
設 け て 、 可 撓 管 １ ２ Ｃ の 硬 度 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る よ う に し て い る 。 そ し て 、 前 記 可 撓 管
１ ２ Ｃ の 内 部 に は コ イ ル パ イ プ ３ ２ が 挿 通 さ れ て お り 、 こ の コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 を
、 前 記 可 撓 管 基 端 側 の 最 も 硬 い 部 分 よ り 先 端 側 で 、 前 記 ス コ ー プ 先 端 か ら ４ ０ cmの 中 間 硬
さ 状 態 部 Ｍ に 配 設 し て 中 間 硬 さ 状 態 部 Ｍ の 硬 度 を 変 化 さ せ ら れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 図 ９ は 最 軟 状 態 部 Ｓ か ら 最 硬 状 態 部 Ｈ に 至 る ま で の 長 手 方 向 の 距 離 を 略 ４ ５ cmと
長 め に 設 定 し た 幅 広 硬 度 変 化 域 ６ ３ を 有 す る 外 皮 ３ １ ｅ を 設 け て 、 可 撓 管 １ ２ Ｄ の 硬 度 を
無 段 階 的 に 変 化 さ せ る よ う に し て い る 。 そ し て 、 前 記 可 撓 管 １ ２ Ｄ の 内 部 に は コ イ ル パ イ
プ ３ ２ が 挿 通 さ れ て お り 、 こ の コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 を 、 前 記 可 撓 管 基 端 側 の 最 も 硬
い 部 分 よ り 先 端 側 で 、 前 記 ス コ ー プ 先 端 か ら ３ ０ cmの 幅 広 硬 度 変 化 域 ６ ３ の 中 途 部 に 配 設
し て 幅 広 硬 度 変 化 域 ６ ３ の 先 端 側 の 硬 度 を 変 化 さ せ ら れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 可 撓 管 １ ２ Ｃ を 、 ３ つ の 硬 度 の 異 な る 別 体 の 外 皮 を 、 軟 ら か い も の か ら 順 に 先 端
部 側 か ら 並 べ て 構 成 し て も 硬 度 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 図 ８ に 示
す 可 撓 管 １ ２ Ｃ と 図 ９ に 示 す 可 撓 管 １ ２ Ｄ と で は コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 の 配 設 位 置 が
多 少 異 な る が 、 こ れ は 術 者 の 挿 入 法 や 挿 入 技 術 の 違 い 等 に 対 応 す る も の で あ り 、 各 術 者 の
好 み に 対 応 さ せ た １ 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う に 、 可 撓 管 に 複 数 の 硬 度 変 化 域 ま た は 幅 広 硬 度 変 化 域 を も う け る こ と に よ っ て
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可 撓 管 の 最 軟 状 態 部 か ら 最 硬 状 態 部 に 変 わ る ま で の 長 手 方 向 の 距 離 を 長 く 設 定 す る こ と に
よ っ て 、 可 撓 管 が ル ー プ 状 態 に な る と き 、 よ り ス ム ー ズ な 曲 が り 形 状 を 形 成 す る こ と が で
き る 。 こ の こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 挿 入 す る 際 、 よ り 良 好 な 挿 入 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ０ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 硬 度 変 化 部 と 硬 度 変 化 域 と を 有 す る 可 撓
管 を 備 え る 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。   
　 図 に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 可 撓 管 １ ２ Ｅ は 、 硬 度 変 化 部 ６ ４ と 硬 度 変 化 域 ６ ５ と を 設
け て 硬 度 を 段 階 的 に 変 化 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 硬 度 変 化 部 ６ ４ は 、 可 撓 管 １ ２ Ｅ の 内 部 に コ イ ル パ イ プ ３ ２ ａ を 配 設 し て 設 け た も
の で あ る 。 即 ち 、 前 記 コ イ ル パ イ プ ３ ２ ａ 自 体 は 、 上 述 の コ イ ル パ イ プ ３ ２ よ り 例 え ば 素
線 断 面 積 を 太 径 に 形 成 し た も の で あ り 、 予 め 硬 度 を 高 め に 設 定 し た も の で あ る 。 こ の た め
、 可 撓 管 １ ２ Ｅ の 先 端 側 の 最 軟 状 態 部 Ｓ か ら 中 間 硬 さ 状 態 部 Ｍ へ の 移 行 を 、 可 撓 管 １ ２ を
構 成 す る 外 皮 ３ １ の 硬 さ に 変 化 を つ け る こ と で 行 う の で は な く 、 可 撓 管 １ ２ 内 に 配 設 す る
内 蔵 物 で 硬 さ に 変 化 を つ け て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 可 撓 管 内 を 挿 通 す る 内 蔵 物 に よ っ て 可 撓 管 の 硬 度 に 変 化 を 付 け る こ と に よ
っ て 、 容 易 に 複 数 の 硬 度 の 異 な る 硬 度 変 化 部 を 設 け る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 硬
度 の 異 な る 複 数 の 別 体 の 外 皮 を 用 意 す る こ と な く 、 可 撓 管 の 硬 度 を 段 階 的 に 変 化 さ せ ら れ
る の で 、 外 皮 の 数 を 減 ら せ る と 共 に 、 製 造 行 程 も 簡 略 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 前 記 図 ８ で 示 し た よ う に 成 形 の 際 に 外 皮 に ２ 箇 所 の 硬 度 変 化 域 を 設 け る 場 合 、 最
軟 状 態 部 と 最 硬 状 態 部 と の 間 の 硬 さ の 差 が 大 き い ほ ど 段 階 的 に 硬 度 を 変 化 さ せ る こ と が 難
し く な る の で 、 図 １ ０ に 示 し た よ う に ど ち ら か 一 方 の 硬 度 変 化 域 を 内 蔵 物 を 設 け る こ と に
よ っ て 変 化 さ せ る こ と で 、 容 易 に 段 階 的 な 硬 度 の 変 化 が 実 現 さ れ る 。 ま た 、 前 記 可 撓 管 の
硬 度 を 変 化 さ せ る 内 蔵 物 と し て は コ イ ル パ イ プ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 送 気 チ
ュ ー ブ や 送 水 チ ュ ー ブ な ど の 内 蔵 物 で あ っ て も よ く 、 こ れ ら チ ュ ー ブ の 肉 厚 を 変 化 さ せ る
こ と に よ っ て も 行 え る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 前 記 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ２ つ の 硬 度 変 化 域
を 有 す る 可 撓 管 を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る
。   
　 図 に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 で は 可 撓 管 １ ２ Ｆ に 前 方 側 硬 度 変 化 域 ６ ６ と 後 方 側 硬 度 変 化
域 ６ ７ と を 設 け て い る 。 前 記 前 方 側 硬 度 変 化 域 ６ ６ は 、 最 軟 状 態 部 Ｓ か ら 最 硬 状 態 部 Ｈ に
変 化 さ せ る も の で あ る の に 対 し て 、 前 記 後 方 側 硬 度 変 化 域 ６ ７ は 最 硬 状 態 部 Ｈ を 軟 ら か な
手 元 軟 部 ６ ８ に 変 化 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 、 可 撓 管 の 手 元 側 に 最 硬 状 態 部 を 軟 ら か に 変 化 さ せ る 後 方 側 硬 度 変 化 域 に よ
っ て 手 元 軟 部 を 設 け る こ と に よ っ て 、 軟 状 態 で Ｓ 状 結 腸 に 挿 入 す る 際 、 操 作 部 を 極 力 捻 る
こ と な く 可 撓 管 を 捻 り 操 作 す る こ と に よ り 、 軟 ら か な 手 元 軟 部 が 撓 ん で 可 撓 管 の 捻 れ を 吸
収 し て 、 捻 り 力 量 を 下 げ る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 可 撓 管 の 捻 り 操 作 性 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 大 腸 の 深 部 ま で 挿 入 し た 際 、 最 硬 状 態 部 Ｈ よ り 手 元 側 に 位 置 す る 手 元 軟 部 ６ ８ ま
で 挿 入 さ れ て 、 こ の 手 元 軟 部 ６ ８ が 撓 む お そ れ が あ る 。 し か し 、 こ の 手 元 軟 部 ６ ８ に は コ
イ ル パ イ プ ３ ２ が 挿 通 さ れ て い る の で 、 こ の コ イ ル パ イ プ ３ ２ の 剛 性 を 高 め る こ と に よ っ
て 手 元 軟 部 ６ ８ の 軟 ら か さ を 補 っ て 、 手 元 軟 部 ６ ８ が が 生 体 内 で 撓 む こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸
脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 ［ 付 記 ］
　 以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ １ ） 挿 入 部 長 手 方 向 の 先 端 側 に 対 し て 基 端 側 の 硬 度 を 硬 め に 形 成 し た 柔 軟 性 を 有 す る 可
撓 管 と 、 こ の 可 撓 管 の 内 部 に 長 手 軸 方 向 に 沿 わ せ て 設 け た 柔 軟 性 を 変 化 さ せ る 硬 度 可 変 手
段 と 、 こ の 硬 度 可 変 手 段 の 硬 度 を 調 整 し て 可 撓 管 を 任 意 の 硬 度 に 変 化 さ せ る 操 作 手 段 と を
有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 前 記 硬 度 可 変 手 段 の 先 端 部 を 前 記 可 撓 管 の 基 端 側 の 最 も 硬 い 部 分 よ り 先 端 側 に 配 設 し 、
こ の 可 撓 管 の 先 端 側 の 少 な く と も 一 部 を 硬 度 可 変 に し た 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ ２ ） 前 記 可 撓 管 が 先 端 側 の 軟 性 可 撓 部 と 手 元 側 の 硬 性 可 撓 部 と で 構 成 さ れ 、 前 記 硬 度 可
変 手 段 の 先 端 部 を 前 記 可 撓 管 の 基 端 側 の 最 も 硬 い 部 分 よ り 先 端 側 の 可 撓 管 の 軟 性 可 撓 部 に
配 設 し て 、 こ の 軟 性 可 撓 部 の 少 な く と も 一 部 を 硬 度 可 変 に し た 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ ３ ） 前 記 可 撓 管 の 硬 度 が 切 換 る 硬 度 変 化 部 と 、 前 記 硬 度 可 変 手 段 に よ っ て 硬 度 が 硬 く な
る 位 置 と が 異 な る 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ ４ ） 前 記 硬 度 可 変 手 段 を 、 可 撓 管 の 垂 直 断 面 内 に お い て 、 Ｕ Ｐ 方 向 ま た は Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向
の 可 撓 管 内 壁 側 に 長 手 方 向 に 沿 わ せ て 設 け た 内 視 鏡 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ な い し 図 ７ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 電 子 式 内 視 鏡 の 概 略 構 成
を 示 す 説 明 図
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図
【 図 ３ 】 コ イ ル パ イ プ の 可 撓 管 内 で の 配 置 位 置 を 説 明 す る 模 式 図
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｂ ― Ｂ 断 面 図
【 図 ５ 】 硬 度 変 化 部 を 有 す る 可 撓 管 を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の
関 係 を 示 す 図
【 図 ６ 】 硬 度 変 化 域 を 有 す る 可 撓 管 を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の
関 係 を 示 す 図
【 図 ７ 】 内 視 鏡 を 経 肛 門 的 に 挿 入 し て い る と き の 挿 入 状 態 を 示 す 図
【 図 ８ 】 図 ８ 及 び 図 ９ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 ８ は 複 数 の 硬 度 変 化 域 を 有 す る
可 撓 管 を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図
【 図 ９ 】 硬 度 変 化 域 の 距 離 を 長 く 設 定 し た 可 撓 管 を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距
離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 硬 度 変 化 部 と 硬 度 変 化 域 と を 有 す る 可 撓
管 を 備 え る 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 前 記 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ２ つ の 硬 度 変 化 域
を 有 す る 可 撓 管 を 備 え た 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 か ら の 距 離 と 硬 度 と の 関 係 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 　 １ ０ … 先 端 部
　 　 １ ２ Ａ … 可 撓 管 　
　 　 ３ ２ … コ イ ル パ イ プ 　
　 　 代 理 人 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進

10

20

30

40

(10) JP 2004-141665 A 2004.5.20



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜，其能够通过充分利用设置在挠性管中的
硬度改变装置的功能来将手的操作传递至远端部并获得良好的跟随性。 
解决方案：设置挠性管12A，以硬度改变部分34a为边界，手侧的硬度高
于尖端侧的硬度。 插入挠性管12A的螺旋管32的顶端位于挠性管的基端
侧的最硬部的顶端侧，以及硬度变更部34a的顶端10侧的挠性挠性部。 
设置完成。 当盘管32被卸载时，挠性管12的硬度如曲线图中的实线所示
被设定，而当盘管32处于最大负荷时，硬度由曲线中的虚线示出。 更改
为。 此时，由于未配置盘管32的前端部，因此挠性管12A的前端侧的硬
度保持在最低且最柔软的状态。 [选择图]图5
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